
 

子どもはみんな問題児/中川李枝子著より 
「ぐりとぐらの生みの親が贈る心がほぐれるメッセージ」 

子育てワンポイント  
バックナンバーはＨＰからご覧頂けます 

 

 

焦らないで、だいじょうぶ 

悩まないで、だいじょうぶ 

子どもをよく見ていれば、だいじょうぶ 

子どもは子どもらしいのがいちばんよ。 
 

 

子どもはみんな問題児というのが私の持論です。 

まず自分がそうでしたから。そしておかしなことに、私の 

周りの大人たちでおおよそ自分はいい子だったという人はいません。「私って

いやな子だった」にはじまって、「ひがみっぽかった」「わがままだった」「よく親が

見捨てないで育ててくれたと思うとありがたいわね」などと言います。でもみん

な、ちゃんとりっぱな大人になっているのでご安心ください。 

  おりこうさんで、言うことがすぐわかって、「はいはい」という子だったら、つまら

ないではないですか。育てるほうにとってもおもしろくありません。ロボットでは

あるまいし、すねたりふくれたりするぐらいのほうが私は好きです。 

  そもそも子どもというのは欠点だらけで、自分なりにいい子になっていこうと

悪戦苦闘の真っ最中なのではないでしょうか。だから純情でかわいいのだと私

は思います。 

子どもらしい子どもは、ひとりひとり個性がはっきりしていて、自分丸出しで

堂々と毎日生きています。それで大人から見ると、世間の予想をはみ出す問

題児かもしれません。だからこそかわいいのです。 

 

「ぐりとぐら」を見て育ち、子どもにも「ぐりとぐら」を読んであげる私にとって、中川李枝子

さんの「だいじょうぶ」に心が安心します。「問題児」であることは初期設定と思って、子育

てを楽しめる余裕がもてるように、自分の心も見守ってゆきたいですね。 牧師 倉知契 

 

「子育てワンポイント」バックナンバーは、ＨＰからご覧頂けます。 

主日礼拝と木曜祈祷会を YouTube で配信中！ 

 

 


